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『自分』への扉をひらく心意伝承 ～特に犠牲論に関して～

ー上原輝男講義録① 日本教育史特殊講義（昭和 59年度）より一

キーワード心意伝承犠牲論身替り

はじめに

心意伝承に関して、上原先生の次のような言葉

があります。

「おまえは何かの専門家だろうというふうに言

われること自体、本当に好きではない。なぜかと

いうと、それは自分にとって最も関心のあること

は、日本人とは一体何者なんだろうということで

ある。 （中略）わが身体の中で何が響いているの

か、どこに私を連れていくのかということが、や

っぱりこの年になってもなおかつ忘れられないの

である。 無意識が私をどこかに連れていく。そ

の無意識というものはどこから成立してくるのか

ということが知りたい、また興味がある。そうい

うものを心意伝承というのである。 （中略）

もっと心意伝承学をやろうとする人が増えてく

れれば、人間の幸、不幸の問題など、簡単に解決

するだろうと思っている。』

（日本人の心をほどく かぶき十話主婦の友

社 P.172) 

『心意伝承の研究対象は、研究者だけが知って

いる対象ではない。一般の庶民が誰でも思い起こ

せる対象でなければならないのである。』

（曽我の雨・牛若の衣装ー心意伝承の残像ー

暮らしの手帳社編集 P. 9) 

つまり心意伝承の探求はすべての人間にとって

大切なことであるわけです。事実私は家庭教師と

いう立場の中で中学生～社会人の方々に上原先生

の説かれる日本人本来の発想を紹介してきたので

すが、人間について関心の深い若者・得点力偏重

の学校教育になじめない•この社会の中で生きて

いくことに悩んでいる人たちに、先生の言葉は非

常に深く受け入れられていました。

上原先生が取り上げている題材は非常に多岐に

わたります。あらゆる分野を「日本人探求」に関

児童の言語生態研究会 宮田雅智

わることとして捉えていたわけです。ですから「小

学校国語教育」 「歌舞伎」 「民俗学」等々の専門

家という見方をしないことが先生独自の考えの全

体像に迫る王道となるわけです。

そうした観点から、玉川大学文学部教育学科で

行われた 4つの講義の録音テープから起した記録

をもとに、次のように構成しなおしました。

講義録① 日本教育史特殊講義

先生が生涯を通して追い続けた「日本人」の根

底にある心意伝承に関すること

講義録② 国文学

中世日本人の意識世界から人間を育てる上で日

本人が大切にしてきたこと

講義録③ 国語教材研究

人生すべてを支えていく母国語獲得について、生

育環境や言語観を交えながら

講義録④ 児童言語の研究

「子ども」への向かい合い方には大人が生きる姿

勢を子ども達から学ぶ側面もあるということ

すべての講義が、小学校教育を主とする教育学

科の学生対象の講義ですのでどうしても「教育」

という視点からの内容になっています。

しかし教育という枠にとらわれずに、これら 4

つの講義録抜粋全体から、上原先生の全体像が少

しでも感じられ、みなさんの人生をふりかえるこ

とのお役に立てることがきれば幸いです。

まずは「日本教育史特殊講義」の講義録です。

これは上原先生の博士論文「心意伝承の研究 芸

能編」 （昭和 62年桜楓社）の執筆過程での下

書きをもとに行われた半期の選択科目でした。履

修している学生の大半は上原研究室に所属してい

る3~4年生でした。

講義では先ず、博士論文の大まかな流れを紹介

しながら「心意伝承」とはそもそも何か、心意伝

-40-



承を考えることが教育に如何に重要か、等々につ

いて語られました。

後半、具体的な内容としては数ある心意伝承の

うち「犠牲論」について語られました。

今回は心意伝承の概略や、何故犠牲論を教育学

科の学生対象に取り上げたのかを述べている第 1

回～第 3回の記録を中心にまとめています。

******************** 
1' すべての人間は「伝承体」

第2章は「伝承の概念規定と特に心意伝承とし

ての対象限定」ということを問題にしております。

教育でもですね、これは「伝承過程」でしかでき

ないんでありますからね。

私は教育は方法学であってはならないと思って

いるんですよ。究極のところでは方法学であって

はならんのですよ。一切やっちゃいかんというの

ではないですよ。それは進めるためには仕方がな

いのなら・・。だけどそれはあくまでも試みなん

ですよ。

そちらの方が今は強くなっていますから、人間

存在のつかまえかた自体がですね「消耗品扱いに

なっている」ということなんですよ。存在を消耗

品にするから非行少年なんかでるんですよ。子ど

もたちが非行を働いてしまうんですよ。だけども

人間存在が伝承なんだというような構え方が生ま

れていましたらですよ、非行なんかできませんよ、

人間。そうでしょ。私の心っていうのを考える時

にですね、私の心はどこにもなくて、みつかって

くるものはすべて伝承されてくる心ばかり、それ

を考えてみましょう、ということです。

ですから、最近ユング以来活発になってまいり

ました「深層心理学」、これとは関わりをもって

います。心意伝承の問題は深層心理学とは関わり

をもってくるだろうとは思うんです。だいたいユ

ングという人が深層心理学をどっからヒントを得

てきたかっていうと、東洋の学問なんですからね。

第 3章として「心意伝承の素材的研究対象とそ

の範疇」 そこで去年取り扱ったのが「予兆・予

感」。まあ私なりの言葉ですけれども先験的心象

という言葉を使います。自分が経験を積む以前に、

自分が経験によって知る以前に「そんなことは知

っていた」ということがあるってことです。

ところが今日の教育学なんていうのは、こんな

もん全く取り上げていないんですよ。だから面白

くないんですよ、今日の教育学は。経験によって

経験のための、なんてそんなアホなことばっかり

やっているから。やらなければならない教育学は

こっちです。経験に先立つものです。我々の心が

そういうものを持っている、ということです。

君たちは子どもを扱うんだから。むしろ子ども

の世界というか、まだ学校教育に汚染されていな

い子どもたちは、こちらで生活しているんですよ。

全く学校教育が汚染させてしまうんですよ。こち

らの方がずっと強いんですよ、それでなかったら

人間なんて生きられませんよ。

何か知識がなければ生きられない、そんな馬鹿

な事があってたまるもんか！って。そういうもの

を無視して子どもたちを学校の成績だけで「勉強

できない」なんて落伍者みたいにいうんだから「＜

そったれめが」と思うのは当たり前じゃないです

か。みんな学校の先生が悪いんですよ。

第3節は「行動伝承と心意伝承」その一番基本

にはっているのは何かというと「人間は心も行動

もすべて伝承から切り離すことはできない」とい

うことですよ。

2, 心意伝承の具体的事例

第4章は、 「心意伝承の様式的事例と、その感

情的構造」。この様式を生み出しているのも感情

対応なんですね。様式的事例を考えることによっ

て日本人の感情的構造を考えてみようと、こうい

うことです。

先ず第 1節は「犠牲」と考えてみようとしてい

る。教育というのはね、私はこういう問題を考え

なければならないと思いますよ。 「身替り」なん

ていう問題が出てくるとですよ、じやあ「個性」

というのはどうなっているんだろうか？という問

題がすぐ出るはずですよ。日本人は個性というこ

とを考えなかったんだろうかと。身替りになれる

という思想なんですから。あなたと私と取り替え

っこしましょう、という考え方ができるんですも

んね。そうだとすると日本人が考える教育とは何

だったんだろうという風に考えていけばこんな面

白いものはないですよ。

そういう点を教育学の人がですね、もっと指摘

しなくちゃだめですよ。日本教育史の人がもっと

頑張らなければならないし、西洋教育史の人も我
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々が西洋の学問をやるなというのではないんです

よ。我々が何故西洋の学問をやるか、それはやが

て自分の国に帰ってきて、自分の国・日本人のこ

とを考えるために外を眺めることをしているんだ

ということですよ。それなのにもう出っ放しで西

洋のことしか知らない。むしろ外人の方が一生懸

命日本のことを学ぼうとしているのに日本人が日

本の事をさっぱり知らない。

「犠牲」これはね日本人の人間存在のあり方と

関わってくる問題だということが言いたいんです

ね。だから個性というのを日本人はどう考えてい

たんでしょうかね、つてこと、それは人間存在の、

つまり基本的な考え方が西洋の発想とは全く違う

ということですよ。 「我は我だ」なんていうのは

日本人は発想できないんですよ。だからそのへん

のところで日本人は「のりうつる」という考え方

を持っているんだと思うんです。乗り移ってくる。

そうすると我々の体は入れ物なんです。何者かが

乗り移ってくれないと我々の体は働きをもたない

と考えているんです。

「幼神」なんていうのも教育学の人は絶対に問

題にしておいてほしいところです。一体「幼神」

っていうのは何だろうって。だからフレーベルだ

けが児童の神性なんていうのを初めて思い付いた

んではないんです。日本人なんてとっくに知って

いるんです、そんなこと。それを教育学の人がや

らないからです。日本人の幼神の信仰というのを

やらないからです。

第 2節は「落人」を取り扱う。 「敗れ去った」

なんていうのは美しいじゃないですか。 「勝ち誇

っている」なんて言ったら馬鹿みたいに見えてね、

敗れ去ったなんていうと何だか同情が一変に沸い

てくる。だいたい日本人は悲劇好みですから。こ

の悲劇性っていうのは一体何なのか？もう昔から

そうなんですよ。神様が零落するんです。おちぶ

れるんです。その印象を持っているんです。折口

先生が言われた「貴種流離」というものに関係が

ある。落ちぶれているのは貴種だったんです。貴

種だから落ちぶれていくんだ、と。

次は第4節。春属の問題を考えてみようとして

いる。みなさん、脊属というのはちょっと馴染み

が薄いかもしれません。人間関係というものは構

造を持っているんですね。で、構造的に人間関係

を考えてみる事をしているんですよ、人間はいつ

の時代でも。個性尊重の教育だから 1対 1、そん

なことばかりやっていたって駄目なんです。一人

一人を大切に、なんて一人一人を隔離したって絶

対に子どもはついてこないですよ。集団性という

のは大事なんですよ。個性尊重の教育と集団の教

育は相対立するなんて思ったら間違いですよ。集

団の中の「個」でしかないんですから。子どもな

んかまだまだ個別学習よりも集団学習の方が楽し

いんですから。

その次は「見顕わし」。日本人の「出た一！」

ってやつですよ。 「出る力」を持っているから出

られるんですからね。小さい頃から歌い続けてき

た「出た出た月が」つて。 「出る」ということに

関してね、日本人は非常な何かを持っています。

これと似ていますね「身替り」。乗り移るもの

がある。身替り方は乗り移るものがあるから変わ

っていくんだけれども、霊魂が飛び出すっていう

ことですから。

こう考えると日本人の霊魂観というのはね、こ

れも天オだからかなわないと思いますけど折口先

生が言われたように「空中を散歩する」。日本人

の霊魂は散歩しているんですね。ぶらっくんです

よ。折口先生の使われた言葉で言えば「遊離魂」

遊離魂的な考え方があるからですよ。だからフー

ワリフーワリこの中に入ったり、出ていったりす

るわけです。

歌舞伎はみんなこれをやっているんですね。み

なさんの知っている言葉で言うとね「正体」って

いう感覚ですよ。 「正体見たわよ」という正体で

すよ。正体はそこにいるはずなのに、それとは区

別して「お前の正体は・・だろ」と、こう言うの

は何故かということですね。

もう一つ例をとっています。それは「道行き」

です。日本人っていうのはこういう生活をしてい

るわけです。気になる挨拶がありますよね。昔の

人は気にとめなかったんでしょうけど「どちらへ」

ってやつ。私は「どちらへ」というのは目的地を

知ろうとしているのではないと思いますよ。日本

人の大切な言語観に「言語過程観」というのがあ

る。こんな捉え方が出来るのも、日本人は「過程

・プロセス」を問題にできる国民だからですよ。

ところが今、教育はそういう捉え方をしていな

いんですよ。だからせっかちになっているんです

よ。過程を大切になんかしていますか？この学習
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をして満点を取れ、なんてことではないんでしょ

う！こういう意識が持てるのは日本人だからです

よ。だから私が「方法を教える」とか「教育方法

学」があまり好きではないというのはそれですよ。

3,犠牲論（身替り意識）を教育の根底に据えて

今回の講義では犠牲を取り扱ってみようと思い

ます。犠牲・身替り。犠牲を何故取り上げるのか？

本来的な意味から言うと、犠牲は「神に捧げられ

る生け贄である」。しかしそんな説明をいくらし

てみたところで誰も満足はいかないんだろうと思

います。やはりそれは犠牲が我々の心を揺さ振る

のは、それが人間らしい一つの精神現象だからで

あるということにおいて、犠牲にひかれるものが

あるんだろうということなんです。神に捧げると

いうような習俗、具体的な習俗、それが止んでし

まったこんにちの我々においてすらも、また、そ

ういう経験を全く我々は持っていないにも関わら

ず、我々の人間活動において、それが意識できる

ということ自体、心意の上に伝承があるというこ

とを認めないわけにはいかない。

子どもたちに「犠牲とは何か」といって辞書を

ひかせ、そして辞書的な意味を理解するという事

とは、今言っていることは全く違います。

その点小学校の先生になる人はよく心得ておい

てくださいね。学習というのは何か辞書をひかせ

て、その言葉の意味を覚えさせる事だ、なんて思

ったら絶対にいけないんですね。

（西洋舞踊の話題から）西洋の場合はあくまで

自分なんです。上原輝男がここで演じるんです。

ところが日本の芸能はそうではないんですよ。上

原輝男があってはいけないんですよ。どんどんど

んどん上原輝男が消えていく事によって、それは

素晴らしくなっていくんですよ。この違いなんで

すよ。その違いは何故なのかということになると、

この神人交感の原則を持ち出さなければならなく

なってくる。それを日本人は犠牲と呼んでいたん

だということです。

これから教育学と関係が出てくる。身替わり、

ということになるわけです。本来の交感の原則か

ら言ったら身替わりというのは誤った解釈だと思

います。 「私は誰それに取って代わりましょう。

そして私の命は失われてもかまいません」つてい

うのが身替わりですから。だからこれは本来の犠

牲の、日本人が考えた犠牲、つまり神人交感の原

理・原則がわからなくなってしまった時に生まれ

る言葉だと思うんです。

しかしこの身替わりっていうのはね、教育学で

つかまえなければならない大きなテーマです。そ

う思いませんか？身替わりっていうのは全生命が

かかるんですから。そうでしょ。人間が、私が誰

かの身替わりになるというのは、私の人格・私の

すべて・持てる物すべて、それと私が身替わりに

なろうとする人のすべて、それが交換されなけれ

ばならないわけですから。そうだとすると、そこ

にはそれなりの人間観があるハズだと考えられ

る、これが教育学の問題でないというわけがない。

日本人とは何かという事を考える時に「身替わ

り」ということを考えるのは素晴らしいテーマだ

と思いますよ。犠牲の問題を具体的にしたのが身

替わりですよ。そしてこれは大事な問題なんです

よ、教育学として。

絶対にこれだけは教えておきます。日本教育学

という書物を読んで今私が述べている問題が入っ

ていなかったらそれは日本教育学にはならないと

私は思います。それぐらい重大な問題です。何故

かというと子どもの問題が身替わりには入ってく

るからです。

********************* 
解題

現代社会では「本当の自分」 「自分らしく生き

る」 「自分探しの旅」等々「自分」に関する言葉

が盛んにとびかっています。ところが実際に多く

の現代人が「自分」についてますます分からなく

なっているのではないでしょうか。あるいは逆に

他人の存在を無視しての身勝手な考えになってし

まっていることも少なくありません。

こうした要因の中には、日本人の体質とは異な

る文化の発想が大量に入り込んできていることも

あるのではないか、というのが上原先生の主張の

一つです。先生は教育を「農業」とよく例えられ

ていました。ある作物にとってふさわしい育て方

が違う作物によってはかえってダメにしてしま

う、それと同様に教育学でも心理学でも精神医学

でも海外の方々にとって有用なものが、日本人に

も有用であるとは限らない。それなのに、海外の

発想が常識とされ、結果として悩まなくてもいい

ことで悩み、追いつめられ、場合によっては病気
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扱いされてしまうことすらあるわけです。

だからまず「日本人とはそもそも何なのか」を

根底から明らかにしない限り、教育も心の問題も

社会問題も真の解決に向かえないだろう、という

のが先生の主張です。

心意伝承を深めていくとユングのいう集合的無

意識（人類としての共通性）と重なる部分がでて

くるわけですから、日本人独自ということが身勝

手な方向ではなく、国際社会の中で真に存在感を

発揮していくことにもつながってくるわけです。

上原先生の思想（それは長い時間をかけ自然と

の生活の中から直観し積み上げてきた本来の日本

人の思想なわけですが）に迫る際に大きな壁とな

るのが用語です。普段使われないような難解な語

句もそうですが、さらにやっかいなのが日常でよ

く使われる語句でも現代人の使い方とはかなり違

っている場合があることです。ですから、知らず

知らずのうちに大きな麒甑が生じ、 「何をいって

いるのかさつばり分からない」ということになり

かねません。そもそも表題に入れた「自分」とい

う語句からして、現代人の多くが考える意味とは

かなり違っています。

「犠牲」 「身替り」が教育、さらには我々自身

が自分の可能性を広げて生きていくことにつなが

ることとして位置づけられているわけですが、そ

れも通常の「犠牲」 「身替り」の意味を念頭にし

て読んでいたのでは、どうして関連していくのか

が非常に分かりにくいと思います。

＊「身替り」の発想と関連して「型」に関する先

生の語録を紹介しながら私が書いた 『世界定め

の主体としての我：全生涯を貫く児言態的視点』

内「芸事の世界にみる日本古来の発想」で京都の

舞妓さん・芸妓さんの例をあげながらふれていま

す。 （広島大学学術情報リポジトリ＞児童の言語

生態研究 18号検索で閲覧できます）

「無意識世界」についても上原先生の立場とは

全く異なる「抑圧された自分」 「捨て去られた負

の感情」のたまっている場所とする見解がありま

す。その中に心意伝承という重要なことが隠れて

いるとはなかなか思えないでしょう。

心意伝承の立場からの上原先生の教育観の大き

な特徴の一つに、子ども達を教育の対象のみとし

てみないというのがあります。子どもを「心意伝

承の世界を探る存在・純粋な世界に誘ってくれる

存在」としても捉えているのです。 「稚児研究」

がそれにあたります。

「はじめに」で紹介した言葉の中に「無意識が

私をどこかに連れていく」とありますが、この作

用につて上原先生の師匠の一人である折口信夫先

生は「生命の指標 らいふいんできす」と称され

ていました。子どもの存在とは、まさに大人や社

会にとってのライフィンデキスであるということ

です。 （「曽我の雨・牛若の衣装ー心意伝承の

残像一」 平成 18年暮らしの手帳社編集 に

関連した論文があります）

実際に先生が博士論文として書かれた「心意伝

承の研究 芸能編」の目次には心意伝承の具体的

事例として次のような項目が並んでいます。特に

「教育」関係の方々からすると、 「反教育的な内

容が多い。これが教育に役立つのか？」と思われ

るのではないでしょうか。

第二編その形と心の各論一心意伝承の様式

的事例とその感情構造—

犠牲論ー身替り一

落人論ー神々の零落―

心中論ーぬば玉の黒馬に乗りて一

道行論ー前わたりの芸能一

”殺し’'と’'血”の心意伝承ー血饗の衰亡ー

付’'実悪’'の本性ー悪にかたぶき身が流儀を

まなぶべし一

第三編その行動伝承とのかかわり

「無頼の徒の芸術」その後ー擬勢という誇示

任侠ーその感情的摂理としての試論、’'やく

さむ”ことへの思慕―

（注） 「犠牲論」 「殺し’'と’'血’'の心意伝承」

内では「うらみ論」も含む

「はじめに」でもふれたように、今の社会の中

で自分は何なのか、どう生きていくのかを必死に

探っている若者たちにとっては、これらに述べら

れている言葉で目から鱗が落ちた感覚になったと

言います。先生が後に 構えの変革・意識の転換

トランスフォーメーション と呼んだことが起き

ているわけです。
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＊こうした点に関して、上原先生の言葉を紹介

しながら、主に就労支援施設の方々との関りにつ

いて私がまとめています。

国語教育思想研究 21号

母国語教育の支柱としての「構え」、再考：連

歌の発想を取り入れた就労支援施設のグループワ

ーク実践から（広島大学学術情報リポジトリ＞国

語教育思想研究第21号検索で閲覧できます）

心意伝承の論文の多くは「かぶき」を題材に述

べられています。かぶきを素材としてとりあげて

いる理由について先生はこう述べています。

『戦後の日本人は戦後の教育が間違ったか、徹

底したのか、心は自分のものだというふうにみん

な考えるようになってしまった。そして我が心は

自分で自由にできるというふうに、自信過剰にな

ってしまった。

しかし、自分の心は自分の心でありながら、自

由にできないのが本当ではないのだろうか。自分

の心だという以前に、もう自分の心はつくられて

いる。 （中略）

日本人には日本人の心の偏向、偏りがあるとい

うことである。あるいは趣味といってもいい。好

みがあるというおとである。こういう問題を歌舞

伎を通してふりほどけたらと、考えている。 （中

略）なぜ私が歌舞伎を取り上げるかというと、能

（謡曲）よりも歌舞伎の方が知識人がつくつてい

ないという理由からである。庶民がつくったもの

であるから、理屈があってつくつているわけでは

ない。つまり、偏向がまま、偏りのまま、好きな

放題につくつてきたということである。 （「日本

人の心をほどく かぶき十話」 P. 10～ 平成 7

年主婦の友社）

この発想を現代の若者文化であるアニメやゲー

ムに置き換えて考えることができると思われま

す。いわゆる宮崎アニメや、 「君の名は。」 「す

ずめの戸締まり」などの新海誠監督アニメのよう

な作品ばかりではありません。むしろ大人が眉を

ひそめるようなアニメやゲームの中に、心意伝承

が確かに存在すると思われる共通項が多数見出せ

ます。自分達が好きであっても、学業の妨げにな

ると頭ごなしに否定されがちな事柄の中に、心意

伝承の証となる事柄があると知って、学問的興味

に目覚める若者も少なくありません。

さらに重要なのはそうしたアニメなどに響いて

いた自分の存在が根無し草ではないという証を得

られた感覚にもなるということです。

退職された頃から、ますます先生の関心事は日

本人そのものの探求に注がれていきました。月例

会でも探求の旅の成果として「馬」や「曽我兄弟」

の話が多く語られました。その頃の成果が後に「曽

我の雨・牛若の衣装 ー心意伝承の残像ー」 （前掲

書）としてまとめられていますが、正直いって当

時の私は「民俗学の話はそのくらいにして、早く

教育の話をしてくれないかな」と内心思っていま

した。 「馬や曽我兄弟」について「こんなことが

今回分かってきた」と熱く語られていたのですが

「だからそれが何なの？ （学校）教育とどう関係

するの？」という気持ちが強かったのです。

そうした私の姿勢をかえてくれたのが、家庭教

師で出会った若者たちや社会人の方々です。 「教

育」という縛りがないので純粋に面白がってくれ

る、自分達の身近な話題とつなげてくれる、そん

な姿勢から私自身が変えられてきました。

先ほどもふれましたが、中学生～社会人の心に

深い傷を負った方々に、犠牲論・落人論（貴種流

離）の話題は本当に響きます。そしてそこから意

識の転換を起こし、日常生活そのものも変容する

方々が何人もいらっしゃいます。それこそが心意

伝承のもつ教育力とも言えましょう。

心意伝承はとても身近な事柄なのです。

参考

＊上原先生「テレビ作家の教育力」発言

子どもはいつでも夢を見ている。その中に先生

だから入れるということでなければ、（ならない）。

ガンダムの世界、子どもの世界、夢の世界に働

きかけている。 （これが、）テレビ作家たちの仕

事、教育力ということから言えばテレビ作家たち

の方が優っている。教育の世界に（は）、子どもの

世界に触れるものがない。

1 9 9 2年（平成4年） 9月 15日 月例会

参考 心意伝承に関して、上原先生の弟子であ

る本荘雅ー氏が學燈社「國文學 解釈と教材の研

究」 20 0 7年 10月号から 21回に渡って連載

したものもあります。
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